
校
長
訓
話 

 

第
一
一
九
回 

校
長 

白
尾 

恂 
 

「
コ
ー
ヒ
ー
の
耳
よ
り
な
？
は
な
し
」 

 

＊
コ
ー
ヒ
ー
は
六
世
紀
頃
、
エ
チ
オ
ピ

ア
・
カ
ッ
フ
ァ
地
方
が
起
源
と
さ
れ
修
道
院

の
僧
達
の
秘
薬
と
し
て
、
発
達
、
宣
教
師
達

に
よ
り
オ
ラ
ン
ダ
へ
、
そ
の
後
ジ
ャ
ワ
、
ブ

ラ
ジ
ル
や
ハ
ワ
イ
等
全
世
界
へ
移
植
さ
れ

て
行
っ
た
。 

日
本
に
コ
ー
ヒ
ー
が
や
っ
て
き
た
の
は

17
世
紀
頃
、
シ
ー
ボ
ル
ト
が
殿
様
へ
の
献
上

品
と
し
て
長
崎
の
出
島
の
オ
ラ
ン
ダ
商
館

へ
「
か
う
ひ
い
」
の
文
字
が
長
崎
見
聞
録
に

見
ら
れ
る
。
ち
ょ
う
ど
五
代
将
軍
徳
川
綱
吉

の
生
類
憐
れ
み
の
令
の
頃
。
さ
て
日
本
人
が

最
初
に
飲
ん
だ
の
は
殿
様
か
商
人
或
い
は

蘭
学
者
、
通
詞
の
青
年
が
飲
ん
だ
ら
し
い
が
、

日
本
人
は
真
っ
黒
な
黒
い
液
体
を
飲
む
の

は
醤
油
か
イ
カ
ス
ミ
等
と
て
も
勇
気
が

い
っ
た
事
だ
と
思
わ
れ
ま
す
。
そ
れ
で
も
彼

ら
外
国
人
の
前
で
飲
ま
な
き
ゃ
失
礼
だ
し

社
交
辞
令
で
飲
ん
だ
の
か
、
大
変
な
事
だ
と

思
わ
れ
ま
す
。
で
も
実
際
は
、
最
初
の
日
本

人
が
飲
ん
だ
の
は
そ
こ
に
い
た
遊
女
が
毒

見
で
飲
ま
さ
れ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
？
（
私
見
） 

 

＊
世
界
最
古
の
喫
茶
店
は
「
カ
ー
ネ
ス
」

１
５
５
４
年
（
４
７
０
年
程
前
）
に
ト
ル
コ

の
イ
ス
タ
ン
ブ
ー
ル
で
誕
生
。
そ
の
頃
日
本

で
は
武
田
信
玄
と
上
杉
謙
信
が
川
中
島
合

戦
の
時
代
。
日
本
の
最
初
の
喫
茶
店
「
可
否

茶
館
」
が
１
８
８
２
年
（
明
治
２
１
年
）
に

開
店
。
そ
の
後
明
治
42
年
銀
座
に
「
カ
フ
ェ

パ
ウ
リ
ス
タ
」
が
開
店
、
３
銭
で
し
た
。 

 

＊
薬
と
し
て
の
コ
ー
ヒ
ー
の
効
能
。
コ
ー

ヒ
ー
は
血
流
循
環
を
良
く
す
る
働
き
が
あ

り
、
毛
細
管
拡
張
作
用
で
高
血
圧
の
人
に
は 

血
圧
を
下
げ
る
よ
う
に
働
く
。 

世
界
中
の
医
者
、
学
者
の
先
生
方
が
多
く

の
学
会
で
論
文
発
表
さ
れ
国
連
医
学
局
Ｗ

Ｈ
Ｏ
で
も
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。
Ｎ
Ｈ

Ｋ
「
た
め
し
て
が
っ
て
ん
」
で
も
多
く
番
組

で
発
表
。
肝
臓
ガ
ン
、
大
腸
ガ
ン
の
リ
ス
ク

軽
減
、
コ
ー
ヒ
ー
の
ク
ロ
ロ
ゲ
ン
酸
と
い
う

物
質
の
抗
酸
化
作
用
が
炎
症
を
抑
え
る
働

き
。
ピ
ロ
リ
菌
や
大
腸
菌
を
激
減
さ
せ
胃
潰

瘍
、
胃
ガ
ン
、
食
中
毒
に
有
効
、
善
玉
コ
レ

ス
テ
ロ
ー
ル
を
増
や
し
動
脈
硬
化
を
防
ぎ

体
内
脂
肪
を
分
解
す
る
ダ
イ
エ
ッ
ト
効
果
。

カ
フ
ェ
イ
ン
は
脂
肪
の
燃
焼
を
促
進
す
る
。 

酒
好
き
な
ア
ナ
タ
は
コ
ー
ヒ
ー
を
飲
め
ば

Γ
―
Ｇ
Ｔ
Ｐ
の
値
が
低
く
な
る
の
が
明
ら

か
に
な
っ
た
。
と
こ
ろ
が
カ
フ
ェ
イ
ン
を
含

む
緑
茶
で
は
こ
う
し
た
デ
ー
タ
が
見
ら
れ

な
か
っ
た
。
（
中
部
公
衆
衛
生
研
究
所
の
調

査
）
め
ま
い
や
立
ち
く
ら
み
の
予
防
も
立
証

さ
れ
た
。（
山
形
大
医
学
部
研
究
室
） 

 

緑
茶
と
一
緒
で
ア
ル
カ
リ
性
飲
料
な
の

で
食
後
に
ゆ
っ
く
り
く
つ
ろ
ぐ
ひ
と
と
き

が
、
元
気
の
源
と
と
な
る
。
リ
ラ
ッ
ク
ス
効

果
と
脳
の
働
き
の
活
性
化
を
も
た
ら
し
老

化
の
予
防
、
活
性
酸
素
を
除
去
す
る
働
き
で
、

昔
は
体
に
良
く
な
い
と
さ
れ
、
現
代
で
は

コ
ー
ヒ
ー
は
体
に
良
い
飲
み
物
と
し
て
世

界
中
で
一
番
多

く
飲
ま
れ
て
い

る
飲
料
で
す
。

ど
う
ぞ
体
も
頭

も
ス
ッ
キ
リ
と

過
さ
れ
ま
す
様
、

飲
み
過
ぎ
な
い

様
、
程
々
に
召

し
上
が
れ
!! 

              

      
                              

令和 5年 5月 1日 

第 119 号 
学舎：周智郡森町 

「一宮総合センター」 

事務局：静岡県磐田市 

     家田 529-20 

TEL:0539-62-6691 

めだかの学校伝言板 
第 119 回めだかの学校を開校するので出席しなさい。 

校 長／白尾 恂 

教 頭／冨田久美子 

用務員／上嶋裕志 

給食係／※給食は取り寄せです。 

 

＜学舎＞ 静岡県周智郡森町一宮 3150 

「一宮総合センター」 

 

※コロナはまだ収まっていません。 

手洗い、消毒、マスク、検温をして３密は避けて下さい。 

開校日／令和 5年 6月 3日（土）正午～ 
受 付／大場敬子・大橋町代・榊原幸雄（後見人） 
30期通年テーマ：『めだかの学校 30年 さあ これからも いかまい』 
今回のテーマ：≪まるまる 30 年 ありがとうが 行ったり来たり≫ 
＜時間割＞ 

●１時間目  保健体育 

「あの頃は若かったって」石野省三先生 

●２時間目 国語 

「伝統を紡ぐ葛布って」大島たまよ先生 

●３時間目 社会 

「これからの未来を語るって」大杉昌弘先生 

●給食は取り寄せです。       

 PM３：１５閉校 



    

■
鈴
木
正
士
宅
の
お
茶
摘
み
ツ
ア
ー 

４
月
22
日
土
曜
日
、
鈴
木
正
士
メ
ダ
カ
の
お

宅
「
大
平
山
荘
」
で
毎
年
恒
例
の
お
茶
摘
み
ツ

ア
ー
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
催
し
は
今
年
で

25
回
目
。
コ
ロ
ナ
禍
で
２
回
中
止
と
な
っ
て
し

ま
っ
た
の
で
実
際
は
27
年
続
い
て
い
る
の
で
す
。

猫
の
手
ク
ラ
ブ
の
皆
さ
ん
や
我
ら
メ
ダ
カ
の
お

仲
間
も
大
活
躍
。
会
場
準
備
、
料
理
の
手
伝
い
、

ソ
バ
打
ち
と
助
っ
人
ぶ
り
も
板
に
つ
い
て
ま
す
。 

当
日
朝
は
時
お
り
小
雨
が
そ
ぼ
降
る
お
天
気

で
し
た
が
、
参
加
者
は
山
菜
狩
り
を
満
喫
し
、
そ

の
後
は
旬
の
味
覚
や
グ
ル
メ
メ
ニ
ュ
ー
を
堪
能
。

さ
ら
に
食
後
は
コ
ン
サ
ー
ト
タ
イ
ム
に
…
。
今
年

の
演
奏
者
は
ラ
テ
ン
パ
ー
カ
ッ
シ
ョ
ン
の
鈴
木

義
郎
さ
ん
と
奥
様
で
ヴ
ォ
ー
カ
ル
の
ノ
ラ
さ
ん
、

ピ
ア
ノ
演
奏
は
あ
び
る
竜
太
さ
ん
と
い
う
プ
ロ

で
活
躍
さ
れ
る
お
三
方
。 

こ
の
頃
に
は
太
陽
も
顔
を
出
し
一
面
の
緑
が

眩
し
い
ほ
ど
輝
く
な
か
、
み
ん
な
の
笑
顔
も
キ

ラ
ッ
キ
ラ
ッ
!!
こ
れ
ほ
ど
素
敵
な
時
間
を
過
ご

す
こ
と
が
で
き
る
の
も
、
正
士
さ
ん
が
27
年
間
、

心
を
込
め
て
企
画
準
備
し
、
お
仲
間
と
温
か
い
交

流
を
続
け
て
き
て
く
れ
た
お
陰
で
す
。
正
士
さ
ん

本
当
に
あ
り
が
と
う
～
！ 

 

■
「
と
ら
い
あ
ん
ぐ
る
」
10
周
年 

浜
松
市
の
石
野
裕
子
メ
ダ
カ
。
歌
声
喫
茶
「
と

ら
い
あ
ん
ぐ
る
」
が
、
５
月
に
10
周
年
を
迎
え

ま
す
。
御
礼
の
気
持
ち
を
込
め
て
、
記
念
パ
ー

テ
ィ
ー
を
行
い
ま
す
。
５
月
７
日
（
日
）
昼
の
部

12
～
15
時
。
夜
の
部
17
時
30
分
～
20
時
30
分
。

食
べ
て
、
飲
ん
で
、
歌
っ
て
、
演
奏
し
て
、
あ
な

た
な
り
の
方
法
で
お
祝
い
を
し
て
頂
け
る
と
嬉

し
い
で
す
。
お
返
事
は
、
ゆ
う
こ
ろ
ん
ま
で
、
お

早
め
に
。
準
備
の
都
合
が
あ
り
、
昼
の
部
か
夜
の

部
か
連
絡
下
さ
い
、
だ
っ
て
。
０
８
０
・
６
９
２

４
・
３
３
３
９
。
め
だ
か
の
便
り
が
届
く
頃
に
は

終
わ
っ
て
い
る
か
も
。
そ
の
時
は
お
赦
し
く
だ
さ

い
ね
。 

 ■
第
19
回
全
国
ま
ち
づ
く
り
交
流
会

IN
与
論
島 

第
19
回
全
国
ま
ち
づ
く
り
交
流
会
は
、
６
月

16
日
（
金
）
～
18
日
（
日
）
ま
で
、
「
東
洋
の

真
珠
」
鹿
児
島
県
大
島
郡
与
論
町
で
開
催
さ
れ
ま

す
。 ６

月
16
日
（
金
）
16
時
～
サ
ビ
チ
ラ
館
で
前

夜
祭
。
17
日
（
土
）
午
前
の
部
９
時
～
14
時
ま

で 

オ
プ
シ
ョ
ナ
ル
ツ
ア
ー
百
合
ヶ
浜
グ
ラ
ス

ボ
ー
ド
、
エ
コ
ツ
ア
ー
、
午
後
の
部
、
15
時
～
20

時
ま
で
、
サ
ビ
チ
ラ
館
で
全
国
ま
ち
づ
く
り
交
流

会
は
15
時
～
基
調
講
演
、
各
地
域
活
動
報
告
な

ど
、
16
時
～
大
交
流
会
。 

主
催
：
第
19
回
全
国
ま
ち
づ
く
り
交
流
会
実

行
委
員
会
（
実
行
委
員
長
、
山
本
明
美
）
、
共
催
：

ヨ
ロ
ン
島
観
光
協
会
。
参
加
申
込
み
の
締
め
切
り

は
５
月
15
日
（
月
）
、
ヨ
ロ
ン
島
協
会
HP
「
ヨ

ロ
ン
島
観
光
ガ
イ
ド
」
に
て
。 

 
h
t
t
p
s
:
 
/
/

ｗ
ｗ
ｗ
・y

o
r
o
n
t
o
u
,
i
n
fo

/ 
 

 
 

 
 

ヨ
ロ
ン
島
ま
で
の
移
動
手
段
、
宿
泊
の
手
配
は

各
自
で
、
HP
の
宿
泊
一
覧
で
。
事
務
局
手
配
さ

れ
る
方
は
、
民
宿
「
星
座
荘
」
和
室
２
～
３
名
一

室
相
部
屋
で
す
。 

問
合
せ
は
、
事
務
局
８
９
１
・
９
３
０
１
鹿
児

島
県
大
島
郡
与
論
町
茶
花
３
９ 

電
話
０
９
９
７
・
９
７
・
５
１
５
１ 

担
当 

里
山
さ
ん
へ
。
エ
メ
ラ
ル
ド
グ
リ
ー
ン
の
海
が
、

幻
の
百
合
ヶ
浜
が
、
待
っ
て
い
ま
す
、
だ
っ
て
。 

＊
な
お
、
第
20
回
全
国
ま
ち
づ
く
り
交
流
会

は
、
北
海
道
津
別
町
（
北
見
市
の
近
く
）
が
、
開

催
に
手
を
上
げ
て
く
れ
ま
し
た
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 

『
人
・
ひ
と
・
ヒ
ト
…
だ
よ
り
』 

●
浜
松
市
の
水
島
加
寿
代
メ
ダ
カ
。
い
つ
も
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
！
人
間
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
ま

で
考
え
て
い
た
だ
い
て
恐
縮
デ
ス
。
し
ず
さ
ん
の

体
調
が
良
け
れ
ば
一
緒
に
伺
う
か
も
し
れ
ま
せ

ん
が
、
そ
の
日
そ
の
日
で
変
わ
る
の
で
申
し
込
み

は
私
一
人
で
お
願
い
し
ま
す
。
松
本
先
生
、
英
雄

先
生
の
お
話
で
す
か
ら
聞
き
逃
せ
ま
せ
ん
。(

笑)

、

だ
っ
て
。
な
ん
と
、
薄
い
墨
色
の
枝
に
、
淡
い
ピ

ン
ク
色
の
梅
の
花
の
ポ
ス
ト
カ
ー
ド
に
、
『
あ
り

が
と
う
が
行
っ
た
り
来
た
り
』
の
筆
文
字
。
し
ず

さ
ん
が
前
～
に
書
い
た
作
品
で
す
。
バ
ラ
さ
ん
に

♡
を
送
り
た
い
、
と
。
そ
の
ポ
ス
ト
カ
ー
ド
は
今
、

北
方
謙
三
の
『
三
国
志
』
の
読
み
途
中
の
境
い
目

に
入
っ
て
い
る
。
読
む
た
び
に
『
あ
り
が
と
う
！
』

を
忘
れ
な
い
よ
う
に
、
さ
さ
や
い
て
い
る
よ
う
に
。

『
三
国
志
』
は
13
巻
ま
で
あ
る
。
ま
だ
ま
だ
語

り
か
け
て
く
れ
る
ね
。
ハ
イ
。(

笑)
  

●
静
岡
市
清
水
区
の
花
井
孝
メ
ダ
カ
。
近
頃
、
例

の
次
郎
長
対
勝
蔵
と
の
交
流
で
、
や
く
ざ
言
葉
が

身
に
つ
い
た
様
で
ご
ざ
ん
ス
！
。
３
月
15
日
～

16
日
で
、
勝
蔵
の
笛
吹
市
か
ら
次
郎
長
の
墓
参

り
と
私
共
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
と
の
交
流
を
と
言
う
こ
と

で
数
十
名
の
皆
さ
ん
が
…
。
半
分
位
は
清
水
の
鮪

が
目
当
て
の
様
で
、
い
ず
れ
に
し
て
も
海
無
し
の

山
梨
の
人
々
で
す
の
で(

笑)

長
崎
大
旅
行
は
お

疲
れ
さ
ま
で
し
た
。
現
在
、
Ｊ
Ｒ
長
崎
駅
前
で
は

都
市
改
造
の
大
工
事
が
行
わ
れ
て
い
る
は
ず
で

す
。
そ
れ
は
ジ
ャ
パ
ネ
ッ
ト
た
か
た
の
高
田
社
長

が
、
ふ
る
さ
と
長
崎
を
日
本
一
の
ス
ポ
ー
ツ
都
市

に
す
べ
く
サ
ッ
カ
ー
、
多
目
的
ア
リ
ー
ナ
、
ホ
テ

ル
、
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
、
遊
園
地
等
を
備

え
た
一
大
ア
ミ
ュ
ー
ズ
メ
ン
ト
建
設
を
進
め
て

九
州
の
福
岡
市
と
並
ぶ
拠
点
づ
く
り
を
、
高
田
社

長
の
ふ
る
さ
と
へ
の
恩
返
し
一
生
一
大
の
仕
事

を
と
言
う
こ
と
で
、
約
１
千
億
円
の
計
画
が
進
ん

で
い
る
よ
う
で
す
。
昨
年
の
７
月
に
視
察
に
行
っ

て
き
た
、
だ
っ
て
。
確
か
に
駅
前
は
大
工
事
で
凄

か
っ
た
。
そ
れ
に
ス
ポ
ー
ツ
と
言
え
ば
サ
ッ
カ
ー
。

確
か
長
崎
も
清
水
、
磐
田
、
藤
枝
と
同
じ
Ｊ
２
。

お
マ
ケ
に
、
日
立
の
コ
ー
ド
レ
ス
掃
除
機
を
ジ
ャ

パ
ネ
ッ
ト
た
か
た
で
購
入
し
ち
ゃ
っ
た
、
と
バ
ラ

メ
ダ
カ
、
こ
れ
も
ご
縁
だ
ね
。(

笑)

こ
ち
ら
は
余

談
で
す
が
と
、
４
月
か
ら
磐
田
市
の
防
災
担
当
監

に
、
古
い
友
人
で
す
が
、
航
空
自
衛
官
で
退
職
し

た
山
下
愛
仁
一
佐
が
就
任
さ
れ
る
事
に
成
り
ま

し
た
。
山
下
氏
は
会
津
出
身
で
、
本
省(

市
ヶ
谷

の
防
衛
省)

の
エ
リ
ー
ト
で
、
本
来
な
ら
県
庁
か

都
市
級
の
は
ず
で
す
が
、
磐
田
市
に
来
る
事
に
な

り
ま
し
た
。
か
ね
て
よ
り
”
め
だ
か
の
学
校
“
の

話
は
伝
え
て
あ
り
ま
す
、
と
も
。
い
や
～
お
会
い

し
た
い
も
の
で
す
ね
。
き
っ
と
「
め
だ
か
生
に

な
っ
ち
ゃ
う
ね
。
変
な
人
の
集
ま
り
だ
か
ら
、
い

や
個
性
豊
か
な
デ
シ
タ
、
ハ
イ
。(

笑)
 
 

●
磐
田
市
の
安
形
恵
子
メ
ダ
カ
。
３
月
31
日
を

も
っ
て
市
役
所
人
生
を
卒
業
と
な
り
ま
し
た
。
継

続
せ
ず
、
新
し
い
時
間
を
過
ご
し
ま
す
の
で
、「
め

だ
か
の
学
校
」
で
何
か
お
手
伝
い
す
る
こ
と
が
あ

れ
ば
ご
一
緒
さ
せ
て
く
だ
さ
い
、
だ
っ
て
。
袋
井

市
民
に
寄
り
添
っ
て
の
お
努
め
ご
苦
労
様
で
し

た
…
と
言
う
よ
り
卒
業
お
め
で
と
う
！
と
言
っ

た
方
が
い
い
の
か
な
ア
～(

笑)

。
「
め
だ
か
の
学

校
」
の
お
手
伝
い
あ
り
ま
す
ヨ
。
『
給
食
係
！
』
。

９
月
の
第
１
２
０
回
よ
り
給
食
は
取
り
寄
せ
で

は
な
く
給
食
当
番
が
つ
く
る
方
向
で
進
め
よ
う

と
思
っ
て
い
ま
す
。
渡
辺
三
ツ
子
チ
ー
フ
の
話
だ

と
『
マ
ツ
タ
ケ
ご
飯
』
だ
っ
て
。
先
ず
は
給
食
当

番
ひ
と
り
ゲ
ッ
ト
で
～
す
。(

笑)
 
 

●
浜
松
市
引
佐
町
の
大
谷
義
房
メ
ダ
カ
。
バ
ラ
さ

ん
学
校
の
資
料
送
付
あ
り
が
と
う
。
当
日(

３
月

４
日)

は
市
議
会
議
員
の
選
挙
が
４
月
９
日
実
施

と
な
っ
て
お
り
、
引
佐
町
を
母
体
と
し
て
、
「
未

來
の
故
郷
を
受
け
継
ぐ
男
」
と
し
て
、
戸
田
誠
が

４
期
目
に
挑
戦
す
る
こ
と
に
な
り
、
長
山
元
引
佐

町
長
か
ら
後
援
会
の
職
責
を
引
き
続
き
託
さ
れ
、

現
在
各
種
の
準
備
を
行
っ
て
お
り
、
学
校
開
校
日

に
は
出
席
不
可
能
と
な
り
ま
し
た
の
で
、
よ
ろ
し



く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
平
成
の
大
合
併
か
ら

18
年
を
経
過
し
、
大
き
な
行
政
組
織
が
必
ず
し

も
良
い
か
と
つ
く
づ
く
思
う
昨
今
で
す
、
だ
っ
て
。

戸
田
誠
さ
ん
は
、
竜
ヶ
岩
洞
の
社
長
で
、
つ
み
く

さ
の
社
長
だ
っ
た
故
戸
田
昭
朗
メ
ダ
カ
の
息
子

さ
ん
で
す
。
今
回
の
選
挙
で
は
当
選
し
ま
し
た
。

地
域
の
た
め
に
も
活
躍
し
て
ほ
し
い
で
す
ね
。
ま

た
大
谷
メ
ダ
カ
か
ら
84
円
の
切
手
20
枚
を
寄
付

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
！
。 

 

●
三
島
市
の
野
村
諒
子
メ
ダ
カ
。
令
和
５
年
４
月

は
統
一
地
方
選
挙
の
月
で
、
今
は
、
４
期
目
に
向

け
て
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。
議
員
の
な
り
手
不

足
が
ニ
ュ
ー
ス
に
な
っ
て
い
る
中
で
三
島
市
は

定
数
22
名
に
対
し
て
32
名
の
人
が
準
備
中
。
若

い
人
達
も
女
性
も
新
た
に
３
人
。
三
島
市
民
の
た

め
に
議
員
に
な
っ
て
頑
張
り
た
い
人
が
多
い
の

は
う
れ
し
い
こ
と
で
す
…
が
、
私
に
と
っ
て
厳
し

い
状
況
。
今
、
議
会
、
お
祭
り
、
後
援
会
活
動
の

３
本
柱
の
同
時
進
行
で
て
ん
や
わ
ん
や
。
で
も
志

を
達
成
で
き
る
よ
う
に
頑
張
り
ま
す
。
ま
た
皆
様

に
お
会
い
で
き
る
の
を
楽
し
み
に
！
だ
っ
て
。
い

や
～
頑
張
っ
た
甲
斐
が
あ
っ
て
選
挙
の
結
果
は

当
選
！
お
め
で
と
う
！
６
月
の
め
だ
か
の
学
校

で
バ
ン
ザ
イ
し
ま
し
ょ
う
。(

笑) 
 

●
森
町
の
太
田
康
雄
メ
ダ
カ
。
「
森
町
名
誉
町
民

第
１
号 

杭
迫
柏
樹
寄
贈
作
品
展
」
と
記
念
講
演

会
が
多
く
の
皆
様
に
ご
来
場
い
た
だ
き
盛
会
に

終
了
い
た
し
ま
し
た
。
杭
迫
先
生
ご
自
身
が
森
町

に
と
っ
て
大
切
な
宝
物
で
あ
る
と
改
め
て
実
感

し
ま
し
た
、
だ
っ
て
。
杭
迫
柏
樹
さ
ん
は
森
町
出

身
の
京
都
在
住
の
書
道
家
と
の
こ
と
。
次
回
作
品

展
の
時
に
は
見
に
行
き
た
い
で
す
ね
。 

●
森
町
の
天
野
智
加
志
メ
ダ
カ
。
私
た
ち
の
俳
句

結
社
誌
「
森
の
座
」
２
月
号
の
掲
載
句
で
す
、
だ
っ

て
。
紅
深
き 

熟
柿
は
空
の 

神
た
ち
へ
（
榊
原
淑

友
）
往
来
に 

片
鎌
か
か
げ 

枯
蟷
螂
（
村
松
幸
範
） 

ど
の
顔
も 

あ
み
だ
顔
な
り 

十
夜
寺
（
天
野
彗

舟
）
私
も
一
句
、
春
霞 

ツ
バ
メ
が
一
羽 

来
た
り

け
り(

バ
ラ
メ
ダ
カ)

３
月
の
は
じ
め
に
一
羽
だ

け
と
ん
で
来
て
、
今
は
子
育
て
中
。
ど
う
ダ
メ
？ 

●
千
葉
県
習
志
野
市
の
市
原
実
メ
ダ
カ
。
昨
年

11
月
に
長
崎
で
お
会
い
で
き
ま
し
た
。
い
ま
だ

に
不
思
議
！
マ
ス
ク
し
て
い
た
の
に
、
よ
く
ぞ
見

つ
け
て
下
さ
っ
た
…
と
。
い
や
～
、
以
前
め
だ
か

の
学
校
で
先
生
を
や
っ
て
い
た
だ
い
た
し
、
い
つ

も
便
り
を
く
だ
さ
っ
て
い
た
の
で
雰
囲
気
は
分

か
っ
て
い
ま
し
た
。
声
掛
け
し
た
時
は
、
も
し
間

違
っ
て
い
た
ら
…
の
ド
キ
ド
キ
で
し
た
が(

笑)

。

ま
た
今
年
の
６
月
の
与
論
島
の
「
全
国
ま
ち
づ
く

り
交
流
会
」
は
参
加
し
ま
す
。
私
の
人
生
は
先
が

わ
か
り
ま
せ
ん
の
で
、
い
ま
の
う
ち
に
…
、
と
も
。 

●
磐
田
市
の
冨
田
久
美
子
メ
ダ
カ
。"

進
ち
ゃ
ん

バ
ラ
ち
ゃ
ん
の
ふ
た
り
旅"

楽
し
く
想
像
し
な
が

ら
読
ま
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
笑
え
る
や
ら
…

ふ
た
り
の
す
ご
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
乾
杯
！
で
す
。

私
は
豊
岡
東
交
流
セ
ン
タ
ー
イ
ベ
ン
ト
「
獅
子
ヶ

鼻
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
」
。
ガ
イ
ド
の
市
川
さ
ん
と
先

頭
を
歩
き
「
あ
り
の
と
わ
た
り
」
で
は
、
岩
を
登

り
、
頂
上
で"
市
川
さ
ー
ん"

と
涙
で
叫
び
、
足
が

震
え
て
い
ま
し
た
。
岩
室
楽
し
ん
で
い
ま
す
、

だ
っ
て
。
獅
子
ヶ
鼻
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
コ
ー
ス
、
い

い
ね
ぇ
～
。
ち
ょ
っ
と
ド
キ
ド
キ
す
る
と
こ
ろ
も

あ
っ
て(

笑)

。
あ
、
そ
う
そ
う
、
４
月
の
異
動
で
、

０
歳
と
１
歳
児
の
担
当
に
な
っ
た
と
の
事
。
め
だ

か
の
学
校
で
は
教
頭
先
生
で
～
す(
笑)

。 

●
浜
松
市
の
村
木
謙
弌
メ
ダ
カ
。
浜
松
市
の
フ
ラ

ワ
ー
パ
ー
ク
で
園
内
案
内
や
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
へ

の
売
り
込
み
な
ど
で
頑
張
っ
て
い
る
。
フ
ラ
ワ
ー

パ
ー
ク
の
職
員
は
み
ん
な
樹
木
医
の
資
格
を

持
っ
て
い
る
。
だ
か
ら
あ
れ
だ
け
管
理
さ
れ
て
い

る
ん
だ
ね
。
土
・
日
曜
日
は
来
園
者
が
多
く
て
休

め
な
い
の
で
、
め
だ
か
の
学
校
へ
は
行
け
そ
う
に

な
い
な
ァ
～
、
だ
っ
て
。
温
室
内
に
あ
る
ヨ
ル
ダ

ン
の
珍
し
い
花
「
ブ
ラ
ッ
ク
ア
イ
リ
ス
」
の
と
こ

ろ
ま
で
案
内
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。
行
っ
た
時
は

桜
と
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
、
良
か
っ
た
ァ
。
村
木
ち
ゃ

ん
と
も
会
え
て
。 

●
神
奈
川
県
横
浜
市
の
山
根
圭
二
メ
ダ
カ
。
め
だ

か
の
学
校
だ
よ
り
第
１
１
８
号
頂
戴
し
ま
し
た
。

ア
リ
ガ
ト
さ
ん
ど
す
。
２
１
０
円
切
手
３
枚
受
け

取
っ
て
下
さ
い
ま
せ
。
２
０
２
３
～
１
９
３
８
調

査
済
の
85
才
～
圭
二
…
で
す
。〈
通
信
レ
ッ
ス
ン

生
〉
今
年
も
よ
ろ
し
ゅ
う
に
。
第
１
１
８
回
め
だ

か
の
学
校
テ
ー
マ
〈
ホ
ッ
プ 

ス
テ
ッ
プ 

お
っ

と
と
と
…
〉
う
ま
い
、
運
ナ
イ 

ウ
マ
イ 

ウ
ナ

イ
（
い
や
～
さ
す
が
で
す
よ
！
笑
）
。
校
長
鈴
木

眞
弓
ち
ゃ
ま
ァ
。
春
の
良
い
日
を
待
ち
な
が
ら
、

ま
だ
落
ち
着
き
の
無
い
日
を
過
ご
し
て
い
ま
す
。

お
顔
写
真
、
ナ
ン
ネ
ン
以
前
の
も
の
で
す
か
し
ら
、

お
若
い
、
ワ
カ
イ
。
だ
っ
て
。
い
や
～
い
つ
も
色
々

書
い
て
く
れ
ま
す
。
そ
の
ま
ま
載
せ
ま
し
た
。
眞

弓
先
生
さ
ま
、
い
つ
の
写
真
で
す
か
？
お
答
え
し

て
あ
げ
て
…
。（
笑
）。
次
回
の
め
だ
か
の
便
り
に

載
せ
ま
す
の
で
。
ハ
イ
。 

●
浜
松
市
の
埋
田
千
聡
メ
ダ
カ
。
Ｓ
Ｂ
Ｓ
の
鈴
木

俊
夫
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
の
追
っ
か
け
取
材
を
受

け
て
、
４
月
16
日
（
日
）
午
前
11
時
40
分
か
ら 

、
Ｓ
Ｂ
Ｓ
Ｔ
Ｖ
『
元
気
し
ず
お
か
人
』
に
出
演
。

昨
年
10
月
23
日
の
龍
谷
寺
で
の
ピ
ア
ノ
ラ
イ
ブ
、

今
年
３
月
12
日
の
磐
田
市
「
か
た
り
あ
」
で
の

『
和
の
奏
う
た
ら
』
磐
田
公
演
、
３
月
21
日
敷

地
里
山
花
桃
コ
ン
サ
ー
ト
の
３
カ
所
が
撮
影
さ

れ
た
、
だ
っ
て
。
み
な
さ
ん
見
ま
し
た
か
？
。
実

際
は
そ
ん
な
も
ん
じ
ゃ
な
い
で
す
よ
ネ
。
歌
っ
て

踊
っ
て
曲
を
作
っ
て
、
詞
を
書
い
て
。
ま
さ
に
西

部
地
域
に
お
け
る
『
元
気
し
ず
お
か
人
』
い
や
～

誇
れ
る
「
め
だ
か
生
」
だ
っ
た
り
し
て
！
。
ヨ
イ

シ
ョ
っ
と
!!
。（
笑
）。 

●
浜
松
市
佐
久
間
町
の
山
田
修
平
メ
ダ
カ
。
テ
レ

ビ
で
サ
イ
カ
ル
と
テ
ロ
ッ
プ
が
出
ま
し
た
？
。
科

学
と
文
化
の
略
語
ら
し
い
で
す
が
、
一
瞬
何
の 

こ
と
か
分
か
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
最
近
、
や
た
ら

と
こ
の
手
の
も
の
が
目
に
付
き
ま
す
。
和
製
英
語

の
略
語
と
な
る
と
お
手
上
げ
で
す
。
時
代
と
と
も

に
日
本
語
が
変
わ
っ
て
い
く
の
は
当
然
で
す
が
、

外
国
語
で
日
本
語
に
表
示
出
来
る
も
の
は
日
本

語
で
表
現
し
て
欲
し
い
も
の
で
す
。
だ
っ
て
。
い

や
～
本
当
で
す
ね
。
私
も
お
手
上
げ
で
す
。
困
っ

た
も
の
で
す
ョ
。
辞
書
に
も
載
っ
て
な
い
し
ね
。 

●
磐
田
市
の
井
上
啓
子
メ
ダ
カ
。
毎
月
手
書
き
Ｂ

４
の
「
み
に
情
報
紙
」
を
発
行
し
て
い
る
。
３
月

号
は
『
食
べ
て
動
い
て
介
護
予
防
』
。
意
図
せ
ず

や
せ
た
、
疲
れ
や
す
く
な
っ
た
、
力
が
弱
く
な
っ

た
、
運
動
し
て
い
な
い
、
歩
く
の
が
遅
く
な
っ
た
、

こ
ん
な
フ
レ
イ
ル
は
努
力
す
れ
ば
戻
れ
る
。
１
日

５
０
０
０
歩
、
バ
ラ
ン
ス
の
良
い
食
事
、
タ
ン
パ

ク
質
を
多
く
と
っ
て
、
「
ち
ょ
い
足
し
」
食
品
を

か
し
こ
く
活
用
し
て
…
、
さ
あ
元
気
に
運
動
し
よ

う
!!
。
タ
ン
パ
ク
質
の
多
い
食
品
や
、
外
に
出

て
み
ん
な
と
お
し
ゃ
べ
り
し
て
！
生
活
改
善
で

健
康
長
寿
!!
。
体
が
よ
ろ
こ
ぶ
レ
シ
ピ
…
菜
の

花
と
わ
か
め
の
ご
ま
酢
あ
え
。
野
菜
も
し
っ
か
り

食
べ
て
！
と
に
か
く
し
っ
か
り
食
べ
て
運
動
し

よ
う
!!
ム
シ
ャ
ム
シ
ャ
、
ホ
イ
ホ
イ
ホ
イ
っ
と
。 

●
藤
枝
市
の
小
嶋
良
之
メ
ダ
カ
。
こ
ち
ら
は
『
こ

と
ば
の
サ
プ
リ
メ
ン
ト
』。
３
月
25
日
の
藤
枝
・

焼
津
市
を
中
心
と
し
た
地
元
の
情
報
誌
『
む
る

ぶ
』
の
『
こ
と
ば
の
サ
プ
リ
メ
ン
ト
４
』
か
ら
19

項
目
の
中
か
ら
６
項
目
「
誤
解
が
あ
る
か
ら
信
頼

も
生
ま
れ
る
」、「
良
き
事
、
良
き
言
葉
を
積
み
重

ね
て
い
く
」、「
い
つ
も
前
向
き
に
な
ら
な
く
て
も

い
い
」「
老
い
と
死
は
神
様
か
ら
の
贈
り
物
」「
自

分
と
相
手
を
ほ
め
る
習
慣
を
つ
け
る
」
「
感
謝
し

た
分
だ
け
人
生
が
豊
か
に
な
る
」
（
※
苦
し
い
と

思
え
ば
苦
し
く
、
楽
し
い
と
思
え
ば
楽
し
く
な
る

の
が
人
生
で
す
。
感
謝
の
果
実
が
人
生
を
豊
か
に

し
ま
す
）
こ
の
よ
う
な
注
釈
が
各
項
に
つ
い
て
い

ま
す
。
ど
う
で
す
、
注
釈
を
自
分
流
に
考
え
て
見

ら
れ
れ
ば
面
白
い
か
も
。 

 
 

 
 

×
×
× 

 
 

 
 

×
×
× 

も
っ
と
も
っ
と
載
せ
た
か
っ
た
の
で
す
が
、
今

回
は
こ
れ
ま
で
。 

 ※
お
知
ら
せ 

 

今
回
の
め
だ
か
春
秋
は
お
休
み
し
ま
す
。 

 

 



■
第
１
２
０
回
め
だ
か
の
学
校
よ
り
給
食

づ
く
り
を
再
開
し
ま
す 

 

給
食
づ
く
り
は
、
も
う
一
つ
の
「
め
だ
か
の
学

校
」
で
す
。
楽
し
い
で
す
よ
。
味
見
も
で
き
ま
す
。

当
日
の
献
立
は
『
マ
ツ
タ
ケ
ご
飯
』
で
す
。
お
楽

し
み
に
。 

 

■
事
務
局
だ
よ
り 

目
に
青
葉
山
ホ
ト
ト
ギ
ス
初
ガ
ツ
オ
。 

新
茶
の
季
節
と
な
り
ま
し
た
。
新
茶
に
豊
月
堂

の
柏
モ
チ
を
い
た
だ
く
。
い

い
で
す
ね
え
、
至
福
に
ひ
と

と
き
で
す
。(

笑)

。
今
、
ツ

バ
メ
が
子
育
て
中
、
い
や
～

賑
や
か
で
す
。
ツ
バ
メ
に
留

守
番
を
頼
ん
で
出
掛
け
た
り

し
て
…(

笑)

。 

さ
て
、
第
１
１
８
回
め
だ

か
の
学
校
は
、
令
和
５
年
３

月
４
日(

土)

。
校
長
鈴
木
眞

弓
、
教
頭
横
山
忠
志
、
用
務

員
鈴
木
計
芳
。
横
山
教
頭
、

お
父
さ
ん
が
な
く
な
ら
れ
て

出
席
で
き
ず
、
田
村
進
治
メ

ダ
カ
が
代
行
し
て
く
れ
ま
し

た
。
田
村
教
頭
の
進
行
で
開

校
。
あ
れ
？
マ
イ
ク
の
音
が

出
な
い
。
み
れ
ば
調
整
中
で

ダ
メ
。
急
遽
埋
田
千
聡
メ
ダ

カ
の
音
効
マ
イ
ク
を
借
り
て

進
め
る
。
校
歌
斉
唱
は
埋
田

メ
ダ
カ
の
ギ
タ
ー
伴
奏
で
。

新
入
生
は
小
野
里
美
メ
ダ
カ

と
お
母
さ
ん
。
親
子
同
伴
も

い
い
ね
。
そ
の
あ
と
給
食
の

時
間
、
今
回
も
『
釜
め
し
』
、

い
や
ー
ボ
リ
ュ
ー
ム
満
点
。

ち
ょ
っ
ぴ
り
お
し
ゃ
ベ
リ
し

な
が
ら
パ
ク
パ
ク
と
。
13
時
10
分
か
ら
の
校
長

訓
話
。
「
子
育
て
中
に
マ
ク
ラ
メ
は
じ
め
て
、
遠

州
横
須
賀
の
”
ち
っ
ち
ゃ
な
文
化
展
”
に
１
回
目

か
ら
出
品
。
技
術
を
高
め
る
こ
と
が
で
き
た
。
先

日
、
作
品
の
集
大
成
と
し
て
展
示
と
映
像
と
ダ
ン

ス
の
コ
ラ
ボ
の
会
を
開
い
た
。
」
と
。
事
務
局
か

ら
は
、
み
な
さ
ん
か
ら
い
た
だ
い
た
年
賀
状
か
ら

情
報
量
も
多
く
、
ま
た
進
ち
ゃ
ん
バ
ラ
ち
ゃ
ん
の

長
崎
珍
道
中
な
ど
の
記
事
が
豊
富
で
あ
っ
た
こ

と
も
あ
り
８
頁
建
に
し
た
こ
と
を
話
す
。 

授
業
１
時
間
目
、
松
本
芳
廣
先
生
の
「
百
均
の

道
具
で
ソ
バ
を
打
つ
」
。
実
演
し
な
が
ら
の
ソ
バ

講
座
。
前
掛
け
か
ら
ハ
カ
リ
ま
で
、
ま
さ
に
百
均
。

伸
ば
し
棒
は
パ
イ
プ
。
そ
ば
粉
は
自
家
製
。
20
分

ほ
ど
で
出
来
上
が
り
。
ご
め
ん
、
ソ
バ
は
私
バ
ラ

メ
ダ
カ
が
い
た
だ
き
ま
し
た
。
後
日
、
美
味
し
く

い
た
だ
き
ま
し
た
。
２
時
間
目
は
、
伊
藤
英
雄
先

生
の
「
あ
る
農
の
あ
る
農
の
風
景
」
。
農
業
を
や

め
た
こ
と
を
話
す
と
思
っ
た
ら
、
「
東
栄
町
で
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
鈴
木
正
士
さ
ん
に
連
れ
ら
れ
て
、

そ
こ
で
コ
ン
サ
ル
で
「
焼
津
さ
か
な
セ
ン
タ
ー
」

を
立
ち
上
げ
た
武
井
紀
夫
さ
ん
に
出
会
い
、
「
め

だ
か
の
学
校
」
の
話
を
聞
い
て
入
校
し
た
こ
と
な

ど
を
話
す
。(

そ
う
４
回
生
で
す)

。
そ
の
あ
と
サ

プ
ラ
イ
ズ
。
長
年
め
だ
か
の
学
校
に
食
材
を
提
供

し
て
く
れ
た
こ
と
へ
の
感
謝
を
こ
め
て
、
鈴
木
校

長
か
ら
花
束
の
贈
呈
。
オ
～
オ
ッ
、
拍
手
拍
手
。

本
人
び
っ
く
り
し
て
テ
レ
ち
ゃ
っ
て(

笑)
。
知
っ

て
る
の
は
バ
ラ
メ
ダ
カ
他
４
～
５
人
だ
も
ん
ね
。

14
時
45
分
私
語
飲
食

全
て
禁
止
の
次
回
三
役

発
表
。 

校
長
白
尾
恂(

ま
こ

と)

、
教
頭
富
田
久
美
子
、

用
務
員
上
嶋
裕
志
。
異

色
の
取
り
合
わ
せ
で
ご

ざ
い
ま
す
。
上
嶋
メ
ダ

カ
、
出
席
の
は
ず
な
の

に
見
え
な
い
。
電
話
し

た
ら
、
「
エ
ッ
、
夜
じ
ゃ
な
い
の
？
」
だ
っ
て
。

な
ん
と
か
こ
の
時
間
に
間
に
合
っ
た
。
い
や
は
や

ま
ァ
～
で
ご
ざ
い
ま
し
た(

笑)

。
最
後
は
、
み
ん

な
で
「
今
日
の
日
は
さ
よ
う
な
ら
」
を
歌
っ
て
閉

校
。 第

１
１
９
回
め
だ
か
の
学
校
職
員
会
議
を
、
４

月
１
日(

土)

10
時
か
ら
一
宮
総
合
セ
ン
タ
ー
で

開
く
。
出
席
者
は
白
尾
校
長
、
上
嶋
用
務
員
、
石

野
省
三
メ
ダ
カ
、
伊
藤
英
雄
メ
ダ
カ
、
鈴
木
正
士

メ
ダ
カ
、
服
部
守
孝
メ
ダ
カ
、
榊
原
淑
友
メ
ダ
カ
、

天
野
智
加
志
メ
ダ
カ
、
埋
田
千
聡
メ
ダ
カ
、
榊
原

幸
雄
メ
ダ
カ
の
10
人
。
富
田
教
頭
は
幼
稚
園
の

入
園
式
と
重
な
り
欠
席
。
第
１
１
９
回
の
テ
ー
マ

と
授
業
に
つ
い
て
話
し
合
う
。
１
１
９
回
は
ま
る

ま
る
30
年
。
あ
の
頃
は
若
か
っ
た
ね
ぇ
～
と
ば

か
り
に
昔
の
話
で
盛
り
上
が
る
。
埋
田
メ
ダ
カ

「
つ
ま
ら
な
～
い
」
だ
っ
て(

笑)

。
授
業
は
１
時

間
目
石
野
省
三
先
生
で
、
保
健
体
育
で
「
あ
の
頃

は
若
か
っ
た
っ
て
」
に
。
２
時
間
目
は
国
語
「
過

去
を
未
来
に
つ
な
ぐ
っ
て
」
水
島
加
寿
代
先
生
の

予
定
で
し
た
が
、
水
島
先
生
出
席
で
き
ず
。
大
島

た
ま
よ
先
生
の
「
伝
統
を
紡
ぐ
葛
布
っ
て
」
に
変

更
し
ま
し
た
。
３
時
間
目
は
社
会
「
こ
れ
か
ら
の

未
来
っ
て
」
大
杉
昌
弘
先
生
。
大
杉
先
生
、
新
婚

さ
ん
、
ど
ん
な
未
来
を
語
っ
て
く
れ
る
か
楽
し
み

だ
ね
。 

今
回
の
テ
ー
マ
は
《
ま
る
ま
る
30
年 

あ
り
が

と
う
が
行
っ
た
り
来
た
り
》
。
「
あ
り
が
と
う
が

行
っ
た
り
来
た
り
」
は
水
島
さ
ん
が
前
に
書
い
た

ポ
ス
ト
カ
ー
ド
か
ら
ち
ょ
い
借
り
し
ま
し
た
。
そ

れ
に
し
て
も
い
つ
も
テ
ー
マ
や
授
業
、
先
生
を
決

め
る
時
は
、
ま
さ
に
会
話
が
行
っ
た
り
来
た
り
。

い
や
～
大
変
で
ご
ざ
ん
す
ョ(

笑)

。 

 
 

 
 

 

（
事
務
局 

バ
ラ
メ
ダ
カ
） 

 ■
第
31
期
の
受
付
を
始
め
ま
す
。 

第
31
期
は
、
令
和
５
年
９
月
１
日
か
ら
令
和

６
年
８
月
31
日
ま
で
で
す
。
６
月
３
日
の
開
校

日
よ
り
受
け
付
け
ま
す
。
申
込
書
を
同
封
し
ま
す

の
で
１
０
０
０
円
を
添
え
て
８
月
31
日
ま
で
に

提
出
し
て
下
さ
い
。
毎
年
度
手
続
き
が
必
要
で
す
。

継
続
手
続
き
が
な
さ
れ
な
い
生
徒
は
自
主
退
学

と
な
り
ま
す
。
ご
注
意
下
さ
い
。
新
し
く
入
校
を

希
望
さ
れ
る
方
が
い
ま
し
た
ら
、
事
務
局
ま
で
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。
資
料
と
申
込
書
を
送
り
ま
す
。 

 ■
今
回
も
遅
れ
ま
し
た
。
ご
め
ん
な
さ
い
。 

石
野
省
三
メ
ダ
カ
。
田
村
進
治
メ
ダ
カ
、
秋
山

勝
則
メ
ダ
カ
、
伊
藤
英
雄
メ
ダ
カ
、
村
松
達
雄
メ

ダ
カ
、
水
島
加
寿
代
メ
ダ
カ
、
生
原
稿
の
メ
ー
ル

打
ち
あ
り
が
と
う
！
ま
と
め
て
く
だ
さ
る
間
渕

亮
太
メ
ダ
カ
、
発
送
の
お
手
伝
い
、
榊
原
明
美
さ

ん
い
つ
も
あ
り
が
と
う
。
今
回
鈴
木
正
士
メ
ダ
カ

が
第
１
１
８
回
の
写
真
を
沢
山
撮
っ
て
下
さ
り
、

提
供
し
て
く
れ
ま
し
た
。
感
謝
！
。 

 

■
め
だ
か
の
学
校
だ
よ
り
の
原
稿
を
！ 

次
回
の
発
行
は
、
令
和
５
年
８
月
１
日
予
定
。

締
切
７
月
15
日
で
す
。
み
な
さ
ん
の
日
頃
の
活

動
を
お
手
紙
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
・
Ｆ
Ｂ
で
。

メ
ー
ル
の
方
は
、 

《 
m
a
v
u
n
.
f
1
0
0
@
g
m
a
i
l
.
c
o
m
 

》 

間
渕
亮
太
０
９
０
・
５
０
０
９
・
０
９
８
６
で
す
。

（
ア
ド
レ
ス
が
変
わ
り
ま
し
た
。
ま
だ
昔
の
ア
ド
レ
ス
も
可
。
） 

 

■
め
だ
か
の
学
校
の
事
務
局 

〒
４
３
８
・
０
１
０
５
静
岡
県
磐
田
市
家
田
５

２
９
番
地
２
０ 

榊
原
幸
雄
方 

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

０
５

３
９
・
６
２
・
６
６
９
１
（
Ｆ
Ａ
Ｘ
同
じ
） 

※
学
舎
「
一
宮
総
合
セ
ン
タ
ー
」
周
智
郡
森
町
一

宮
３
１
５
０
。
電
話 

０
５
３
８
・
８
９
・
７
７

３
０ 

開
校
日
の
午
前
11
時
以
降
の
み
使
用
可
。 

携
帯 

０
８
０
・
１
６
１
２
・
９
１
３
０ 

   
 


